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雄体内における精子の加齢メカニズムの解明を目的として研究を進めている。本年度は、精

子の細胞加齢に関する解析を進めるにあたり、まず精子の移動および体内での滞在時間（加

齢）を計測可能とするマウスモデルの作製を試みた。当初計画していた CreER ノックインマ

ウスの作出には至らなかったものの、代替手段として別系統の CreER マウスを用いること

で、精子形成過程における分化細胞のパルス標識に成功し、細胞系譜追跡系の構築に至っ

た。本追跡系を用いて、次年度には精子の体内加齢の解析を本格的に開始する予定である。

一方、個体加齢の観点からは、老化精巣において精子を形成しない幹細胞クローンが存在

し、それらが周囲の領域に拡大するという現象を見出した（Kawahara et al., 2025）。この

知見は、雄の加齢に伴う生殖機能の低下メカニズムの一端を示唆するものである。 

 


